
自治体とスクラム組んで企業誘致を推進 北
海
道
内
陸
型
産
業
用
地
視
察
研
修
会
産
業
人
ク
ラ
ブ
主
催

夕
張
市
の
夕
張
緑
陽
団
地
道
東
道
開
通
、
利
便
性
増
す

美唄市と奈井江町の空知団地雪冷房で大幅な節電効果

岩
見
沢
市
の
道
央
栗
沢
団
地
札
幌
、
空
港
へ
好
ア
ク
セ
ス

視察研修会を終えて「自治体の人柄重視」

意見交換会

札幌市内のホテルで行われた意見交換会

オ
フ
シ
ョ
ア
か
ら
ニ
ア
シ
ョ
ア
へ
道
経
済
に
新
た
な
方
向
性

　
意
見
交
換
会
は
参
加
者
４
人

と
東
川
敏
文
北
海
道
経
済
産
業

局
産
業
部
長
、
宮
地
正
巳
中
小

機
構
北
海
道
支
部
長
ら
が
出
席

し
、
札
幌
市
内
の
ホ
テ
ル
で
行

っ
た
。
宮
地
支
部
長
は
「

年

近
く
前
に
勤
務
し
た
際
の
北
海

道
は
公
共
事
業
が
盛
ん
だ
っ

た
。
今
ピ
ー
ク
時
か
ら
半
減
し

て
い
る
が
、
そ
の
分
だ
け
経
済

全
体
が
落
ち
込
ん
だ
わ
け
で
は

な
い
。
一
つ
は
食
品
加
工
な
ど

地
域
の
資
源
を
活
用
し
た
事
業

の
活
発
化
。
二
つ
目
は
Ｉ
Ｔ
・

バ
イ
オ
産
業
の
伸
長
。
三
つ
目

は
大
学
や
研
究
機
関
が
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
積
極
的
に
な
っ
て

き
た
こ
と
。
こ
の
３
点
が
北
海

道
経
済
の
新
た
な
方
向
性
だ
と

感
じ
て
い
る
。
皆
さ
ま
に
は
現

場
と
人
を
よ
く
見
て
い
た
だ

き
、
北
海
道
へ
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
い
た
い
。
そ
れ
が
北
海

道
へ
の
進
出
に
つ
な
が
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
東
川
部
長
は
経
済
産
業
省
の

国
内
立
地
補
助
事
業
に
つ
い
て

説
明
。
「
国
内
へ
の
投
資
を
計

画
あ
る
い
は
検
討
し
て
い
れ

ば
、
こ
の
補
助
事
業
を
ぜ
ひ
有

効
活
用
し
て
ほ
し
い
。
特
に
中

小
企
業
の
前
向
き
な
マ
イ
ン
ド

を
後
押
し
し
た
い
」
と
呼
び
か

け
た
。

　
続
い
て
「
当
社
が
主
力
と
す

る
ソ
フ
ト
開
発
は

年
ほ
ど
前

か
ら
海
外
に
シ
フ
ト
し
て
い

る
。
当
社
も
４
年
前
、
中
国
・

大
連
へ
の
進
出
を
検
討
し
た

が
、

年
秋
の
リ
ー
マ
ン
・
シ

ョ
ッ
ク
の
影
響
も
あ
り
、
進
出

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
一
方
で

ア
ジ
ア
で
の
開
発
は
品
質
に
問

題
が
生
じ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

オ
フ
シ
ョ
ア
か
ら
ニ
ア
シ
ョ
ア

に
流
れ
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

そ
ん
な
中
、
人
件
費
な
ど
の
観

点
か
ら
北
海
道
と
沖
縄
に
目
を

向
け
て
い
る
」

若
桑
茂
ア
イ

ビ
ー
シ
ス
テ
ム
社
長

。

　
「
当
社
は
電
子
ビ
ー
ム
と
レ

ー
ザ
ー
に
よ
る
特
殊
溶
接
に
特

化
し
た
受
託
加
工
を

年
間
行

っ
て
い
る
。
国
内
の
縮
小
に
危

機
感
を
持
ち
、
昨
年
６
月
に
タ

イ
へ
の
進
出
を
検
討
し
始
め

た
。
そ
の
矢
先
に
大
洪
水
が
起

き
た
た
め
、
国
内
投
資
へ
と
急

ハ
ン
ド
ル
を
切
っ
た
。
事
業
が

あ
る
程
度
順
調
な
う
ち
に
次
の

手
を
打
ち
た
い
と
考
え
て
お

り
、
北
海
道
は
投
資
先
の
選
択

肢
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
」

上
野
邦
香
東
成
エ
レ
ク
ト
ロ

ビ
ー
ム
副
社
長

。

　
「
当
社
は
自
家
発
電
シ
ス
テ

ム
の
企
画
提
案
・
施
工
・
保
守

が
主
力
。
最
近
は
環
境
意
識
の

高
ま
り
な
ど
を
背
景
に
太
陽
光

発
電
、
間
伐
材
活
用
の
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
な
ど
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
。
バ
イ
オ
マ
ス
を
本
格

展
開
す
る
に
は
燃
料
の
調
達
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
の
た
め
の

拠
点
が
必
要
に
な
る
こ
と
か

ら
、
北
海
道
も
選
択
肢
の
一
つ

と
し
て
地
方
拠
点
新
設
を
検
討

し
て
い
る
」

高
須
英
寿
ハ
タ

ノ
シ
ス
テ
ム
執
行
役
員

。

　
「
当
社
は
土
木
建
設
に
使
わ

れ
る
資
材
、
工
法
の
研
究
開
発

を
手
が
け
て
い
る
。
橋
梁
用
伸

縮
装
置
と
舗
装
材
料
が
２
本

柱
。
三
つ
目
の
柱
に
す
る
た

め
、
道
路
の
切
削
機
械
の
研
究

開
発
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
必
要
と
な
る
試
験
ス
ペ
ー

ス
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
か

を
検
討
中
だ
」

長
谷
川
和
史

ヒ
ー
ト
ロ
ッ
ク
工
業
総
務
課

長

と
参
加
者
４
人
が
自
社
を

紹
介
し
、
参
加
動
機
を
述
べ

た
。

　
宮
地
支
部
長
は
「
北
海
道
は

専
門
的
な
技
術
者
の
人
件
費
も

本
当
に
安
い
の
か
」
と
質
問
。

若
桑
社
長
は
「
人
件
費
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
東
京
な
ど
で
経

験
を
積
み
、
道
に
Ｕ
タ
ー
ン
し

て
き
て
も
専
門
職
が
見
付
か
ら

な
い
技
術
者
が
多
い
と
聞
い
て

い
る
。
そ
こ
に
い
い
人
材
を
確

保
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
思

う
」
と
答
え
た
。

　
東
川
部
長
は
「
オ
フ
シ
ョ
ア

か
ら
ニ
ア
シ
ョ
ア
へ
と
い
う
話

は
道
内
Ｉ
Ｔ
企
業
に
も
同
様
の

傾
向
が
あ
り
、
興
味
深
い
。
中

国
を
諦
め
、
ベ
ト
ナ
ム
に
目
を

向
け
て
い
る
企
業
も
あ
る
。
バ

イ
オ
マ
ス
に
つ
い
て
は
、
道
で

は
家
畜
の
ふ
ん
尿
も
燃
料
資
源

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
」
と

指
摘
し
た
。

藤井美唄市副市長のあいさつを聞く参加者

バ
ス
に
乗
り
込
み
あ
い
さ
つ
す
る
鈴
木
夕
張
市
長

　
日
刊
工
業
新
聞
社
が
事
務
局
を
務
め
る
産
業
人
ク
ラ
ブ
お
よ
び
日
刊
工
業
新
聞
社
と
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

北
海
道
支
部
は
共
催
で
、

月
６
、
７
の
２
日
間
、
産
業
人
ク
ラ
ブ
会
員
企
業
を
対
象
に
北
海
道
内
陸
型
産
業
用

地
視
察
研
修
会
を
実
施
し
た
。
ア
イ
ビ
ー
シ
ス
テ
ム

新
潟
市
北
区

、
東
成
エ
レ
ク
ト
ロ
ビ
ー
ム

東
京
都
瑞

穂
町

、
ハ
タ
ノ
シ
ス
テ
ム

同
目
黒
区

、
ヒ
ー
ト
ロ
ッ
ク
工
業

新
潟
市
中
央
区

の
経
営
者
ら
４
人
が
参

加
。
道
外
か
ら
の
進
出
企
業
で
あ
る
石
田
鉄
工

三
重
県
木
曽
岬
町

の
夕
張
工
場

夕
張
市

と
ア
ナ
セ
ム

千
葉
県
船
橋
市

の
岩
見
沢
事
業
所

岩
見
沢
市

を
訪
問
し
、
同
支
部
が
分
譲
す
る
夕
張
緑
陽
団
地

夕
張

市

、
空
知
団
地

美
唄
市
、
奈
井
江
町

、
道
央
栗
沢
団
地

岩
見
沢
市

を
視
察
し
た
。
駆
け
足
の
視
察
研

修
で
は
あ
っ
た
が
、
４
人
に
は
雪
が
降
り
始
め
た
北
海
道
の
立
地
環
境
を
肌
身
で
感
じ
て
い
た
だ
い
た
。

　
初
日
は
ま
ず
夕
張
緑
陽
団

地
を
視
察
。
夕
張
市
の
鈴
木

直
道
市
長
は
視
察
現
場
に
駆

け
付
け
、
「
緑
陽
団
地
は
現

在
、
１
平
方

あ
た
り
２
０

０
円
台
、
３
０
０
円
台
と
い

う
安
い
価
格
設
定
で
企
業
誘

致
を
進
め
て
い
る
。
団
地
内

で
は
な
い
が
、
最
近
で
は
ツ

ム
ラ
が
空
港
、
港
、
高
速
道

路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
近

い
な
ど
の
地
の
利
を
評
価

し
、
漢
方
薬
原
料
の
生
産
拠

点
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
進

出
し
た
。
ま
た

月
末
に
は

道
東
道
が
開
通
し
、
さ
ら
に

立
地
条
件
が
よ
く
な
っ
た
。

ぜ
ひ
夕
張
も
進
出
先
の
選
択

肢
の
一
つ
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
次
い
で
夕
張
市
内
の
清
水

沢
団
地
に
立
地
す
る
石
田
鉄

工
夕
張
工
場
を
訪
問
。
石
田

鉄
工
は
道
路
側
溝
な
ど
に
使

う
建
設
資
材
で
あ
る
各
種
グ

レ
ー
チ
ン
グ
の
製
販
を
主
力

と
し
、
１
９
８
２
年
に
夕
張

に
進
出
し
た
。
平
野
忍
夕
張

工
場
長
代
理
は
「
道
内
に
グ

レ
ー
チ
ン
グ
の
工
場
が
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
道
内
市
場

で
の
優
位
性
確
保
を
狙
っ
て

進
出
。
狙
い
通
り
道
内
で

―

％
の
シ
ェ
ア
を
持
つ
こ

と
が
で
き
た
。
夕
張
を
選
ん

だ
の
は
交
通
の
利
便
性
が
理

由
。
進
出
の
メ
リ
ッ
ト
の
一

つ
は
本
社
工
場
と
多
忙
期
が

ず
れ
る
た
め
、
年
間
を
通
し

て
補
完
し
合
え
る
体
制
が
で

き
た
こ
と
。
昨
日
、
本
日
と

た
ま
た
ま
大
雪
だ
が
、
デ
メ

リ
ッ
ト
は
や
は
り
暖
房
、
除

雪
と
い
っ
た
冬
季
の
コ
ス

ト
。
時
に
は
輸
送
へ
の
影
響

も
あ
る
が
、
そ
こ
は
顧
客
も

理
解
し
て
く
れ
て
い
る
。
冬

は
機
械
の
水
抜
き
作
業
も
必

要
。
逆
に
夏
、
本
当
に
暑
い

の
は
１
週
間
く
ら
い
。
冷
房

コ
ス
ト
は
か
か
ら
な
い
。
近

隣
の
高
校
生
は
地
元
志
向
が

強
く
、
求
人
で
困
っ
た
こ
と

は
な
い
。
札
幌
に
い
る
学
生

も
就
職
先
は
札
幌
市
内
だ
け

で
な
く
、
周
辺
ま
で
見
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
」
と
進
出

の
経
緯
や
立
地
環
境
な
ど
を

説
明
。
そ
の
後
、
一
行
は
製

造
現
場
を
見
学
し
た
。

　
２
日
目
は
最
初
に
美
唄
市

と
奈
井
江
町
に
ま
た
が
る
空

知
団
地
を
視
察
し
た
。
美
唄

市
の
藤
井
英
昭
副
市
長
は

「
当
市
は
７
月
に
選
挙
が
あ

り
、
初
め
て
民
間
出
身
の
市

長
が
誕
生
し
た
。
市
長
の
高

橋
幹
夫
は
食
品
加
工
会
社
を

営
ん
で
お
り
、
企
業
経
営
を

よ
く
理
解
し
て
い
る
。
皆
さ

ま
の
要
望
に
可
能
な
限
り
対

応
す
る
姿
勢
で
あ
る
こ
と
を

伝
え
る
よ
う
に
市
長
か
ら
言

わ
れ
た
。
ぜ
ひ
前
向
き
な
検

討
を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
、
村
橋
広
基
美
唄

市
商
工
労
働
課
主
幹
が
「
今

日
も
雪
が
降
っ
て
い
る
が
、

当
市
は
厄
介
も
の
の
雪
を
利

活
用
す
る
こ
と
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
特
に
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
冷
房
に
雪

を
用
い
る
と
、
冷
房
に
か
か

る
電
気
代
は
東
京
の

分
の

１
で
済
む
と
試
算
し
て
い

る
。
自
然
災
害
が
少
な
い
こ

と
も
メ
リ
ッ
ト
」
と
立
地
環

境
を
説
明
し
た
。

　
次
い
で
奈
井
江
町
の
秋
葉

秀
祐
ふ
る
さ
と
振
興
課
課
長

補
佐
が
「
当
町
は
美
唄
市
と

同
様
、
道
央
自
動
車
道
、
Ｊ

Ｒ
函
館
本
線
、
国
道

号
が

通
っ
て
お
り
、
交
通
環
境
に

は
恵
ま
れ
て
い
る
。
町
内
に

は
空
知
団
地
の
ほ
か
に
完
売

し
て
い
る
奈
井
江
工
業
団
地

が
あ
る
。
そ
こ
に
は
北
海
道

住
電
精
密
、
北
海
道
電
機
な

ど
が
進
出
し
て
お
り
、
空
知

管
内
自
治
体
の
工
業
製
品
出

荷
額
で
は
上
位
に
い
る
」
と

農
業
だ
け
で
な
く
、
比
較
的

モ
ノ
づ
く
り
も
活
発
な
状
況

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

　

ア
ナ
セ
ム
岩
見
沢
事
業

所
を
見
学
す
る
参
加
者

　
続
い
て
道
央
栗
沢
団
地
を

視
察
し
た
。
同
団
地
が
あ
る

岩
見
沢
市
の
坂
内
伸
一
企
画

財
政
部
企
業
立
地
情
報
化
推

進
担
当
次
長
は
「
当
市
は
札

幌
や
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

非
常
に
よ
い
。
雪
が
多
い
の

も
特
徴
で
、
こ
の
冬
す
で
に

２

以
上
の
雪
が
降
っ
た
。

た
だ
除
雪
体
制
が
し
っ
か
り

し
て
お
り
、
雪
で
交
通
が
ま

ひ
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
若
い
人
材
が
比
較
的
豊

富
に
お
り
、
進
出
企
業
か
ら

は
真
面
目
な
人
が
多
い
と
評

価
さ
れ
て
い
る
。
南
空
知
は

以
前
炭
鉱
で
栄
え
た
地
域
だ

が
、
炭
鉱
が
す
べ
て
閉
山
と

な
り
人
口
が
か
な
り
減
っ
て

い
る
。
そ
の
中
で
当
市
の
人

口
の
減
り
方
は
緩
や
か
だ
。

積
立
金
は
道
内
自
治
体
で
札

幌
に
次
い
で
２
位
。
財
政
の

健
全
性
は
高
い
。
当
市
に
は

現
在
、
約
１
２
０
社
に
進
出

い
た
だ
い
て
い
る
」
と
同
市

の
特
徴
を
説
明
し
た
。

　
最
後
に
栗
沢
団
地
の
一
角

に

年
に
進
出
し
た
ア
ナ
セ

ム
岩
見
沢
事
業
所
を
訪
問
。

同
社
は
電
源
Ｉ
Ｃ
、
磁
気
セ

ン
サ
ー
、
水
晶
発
振
器
な
ど

の
開
発
、
製
販
を
主
力
と
し

て
い
る
。
松
浦
義
昭
社
長
が

「
私
は
岩
見
沢
出
身
で
、
故

郷
に
念
願
の
工
場
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
た
。

故
郷
に

錦
を
飾
る

と
い
う
の
と
は

逆
で
、
地
元
に
い
ろ
い
ろ
と

支
援
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

事
業
を
継
続
さ
せ
て
雇
用
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
工
場
を
見
学
後
、

同
事
業
所
の
幹
部
か
ら
「
雪

は
多
い
が
、
除
雪
が
行
き
届

い
て
お
り
、
通
勤
で
き
な
か

っ
た
こ
と
は
１
度
も
な
い
。

工
場
内
を
気
温

度
Ｃ
、
湿

度

％
に
保
つ
た
め
、
雪
冷

房
を
導
入
。
夏
の
電
気

代
は
３
分
の
１
程
度
で

済
む
。
台
風
の
被
害
が

な
い
の
も
、
こ
の
地
域

の
メ
リ
ッ
ト
」
と
立
地

環
境
の
説
明
を
受
け

た
。

　
ま
た
松
浦
社
長
は

「
本
社
を
置
く
船
橋
あ

た
り
で
は
い
い
人
材
を

集
め
る
の
が
大
変
だ

が
、
道
に
は
Ｕ
タ
ー
ン

人
材
も
多
く
、
人
に
は

苦
労
し
て
い
な
い
」
と

語
っ
た
。

（ ） 【特別企画】 ２０１１年 平成２３年 １２月２０日 火曜日 　　

　
視
察
研
修
会
の
終
了
後
、

参
加
者
か
ら
「
今
回
の
視
察

で
、
Ｉ
Ｔ
企
業
の
誘
致
に
け

っ
こ
う
積
極
的
な
こ
と
を
知

っ
た
。
岩
見
沢
、
美
唄
で
は

Ｉ
Ｔ
企
業
誘
致
の
た
め
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
が
済
ん
で
い
る

こ
と
に
驚
い
た
。
こ
れ
ま
で

は
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
な
ど
オ
フ
シ
ョ
ア

開
発
ば
か
り
考
え
て
い
た

が
、
北
海
道
を
見
て
言
葉
が

通
じ
て
パ
ス
ポ
ー
ト
が
い
ら

な
い
ニ
ア
シ
ョ
ア
開
発
に
興

味
が
わ
い
た
」

若
桑
社

長

、
「
率
直
に
言
っ
て
、

今
回
訪
問
し
た
自
治
体
は
や

や
危
機
意
識
が
薄
い
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
た
。
進
出
先

を
決
め
る
際
に
最
も
重
視
す

る
の
は

自
治
体
の

人

柄

。
福
島
県
郡
山
市
に
進

出
し
た
際
も
そ
う
だ
っ
た
。

坂
内
次
長
の
話
を
聞
い
て
、

岩
見
沢
の
人
柄
の
よ
さ
が
伝

わ
っ
て
き
た
」

上
野
副
社

長

、
「
土
地
柄
か
ら
区
画

が
広
く
、
価
格
は
安
く
設
定

さ
れ
て
お
り
、
条
件
が
合
え

ば
補
助
金
な
ど
も
利
用
で

き
、
建
設
費
用
を
低
減
で
き

る
の
が
大
き
な
利
点
の
一
つ

と
感
じ
た
。
自
治
体
や
進
出

企
業
か
ら
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
な
ど
の
話
を
直
接
聞

け
て
、
大
変
有
効
な
機
会
と

な
っ
た
」

高
須
執
行
役

員

、
「
価
格
は
非
常
に
魅

力
的
。
岩
見
沢
は
札
幌
か
ら

の
通
勤
圏
に
入
る
た
め
、
人

材
を
確
保
し
や
す
い
と
感
じ

た
。
自
治
体
が
除
雪
を
行
っ

て
い
る
が
、
降
雪
量
へ
の
不

安
は
隠
せ
な
い
」

長
谷
川

総
務
課
長

と
感
想
が
寄
せ

ら
れ
た
。


